
 

 

 

[飛鳥（飛鳥文化）・奈良（白鳳＊・天平文化＊＊）時代]  

＊藤原京(694-710：16年間)で華咲いたのが、おおらかな白鳳文化である。＊＊729 年が天平元年 

大和時代の後、[飛鳥時代⇒奈良時代（藤原京⇒平城京⇒長岡京）⇒平安時代（平安京）]の

時代の流れは遷都とともに、政治の中心も[難波⇒・河内⇒・飛鳥⇒・奈良⇒・京都]へと徐々に移って

いく。その間、大和朝廷の律令国家としての体制も徐々に形作られ、仏教伝来と共に医療文化の入っ

てきたことが散見出来る。また、この飛鳥時代・奈良時代は、[飛鳥文化、白鳳文化、天平文化] の古

代日本の３つの文化が花咲き華やかに日本文化が形創られた時代でもある。このことから、それぞれの

文化の特徴やその違いについて少しまとめてみる。 

757 ｢養老律令｣施行 

784 長岡京遷都 

712 古事記、713 風土記 720 日本書紀 

＊奇効丸 

＊藤原京の中心施設である藤原宮・西面南門跡（栂原市純手町・四分町）の発掘

調査で、漢方薬物の名称を書いた七世紀末ごろの木簡がまとまって出土している。 
＊奈良時代(100

年)の遷都： 

694 藤原京遷都

～16 年間～710

平城京遷都～

74年間～784長

岡京遷都～10

年間～794 平安

京遷都(平安時

代) 

＊1185(1192) 鎌倉幕府～ 

774 空海誕生 

845 菅原道真誕生 

＊694-710：白鳳文化 

＊729 天平元年～：天平文化 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BD%E9%B3%B3%E6%96%87%E5%8C%96

